
 

 

 
 

2022 年１⽉ 新刊 

●本書紹介 
本書は、建築設計や構造設計の実務者を対象に、最近の強⾵被害

事例や耐⾵設計の具体事例から、⾵洞実験や数値流体解析（CFD）
による最新の耐⾵性検証⽅法などについて、取り纏めたものです。 

⾵圧⼒による建築物の被害事例、耐⾵設計の⼿順と要点、⾵圧・
⾵⼒係数、外装材等の耐⾵設計、建築物の付設物の耐⾵設計、低層
建築物・⼤スパン建築物の耐⾵設計、⾼層建築物の耐⾵設計、塔状
構造物の耐⾵設計、免震建築物の耐⾵設計、⾵洞実験、耐⾵設計に
おける数値流体解析（CFD）の利⽤、全 11 章で構成されています。 

 

将来、構造計算のプロを⽬指す⽅で、 

・耐震設計に加えて耐⾵設計の重要点について学びたい⽅ 

・最新の耐⾵設計法にチャレンジしたい⽅ 

・⾼層から低層まで耐⾵設計のポイントを学びたい⽅ 

・構造設計⼀級建築⼠を⽬指している⽅で耐⾵設計 

をしっかりマスターしたい⽅にお勧めの書籍です。  

全国の書店、Amazon で取扱い・販売 
日本建築センター (https://www.bcj.or.jp）でも販売 
お問い合わせ： ⼀般財団法⼈⽇本建築センター 情報事業部 

東京都千代田区神田錦町 1-9   TEL 03-5283-0478 
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